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８．複素数と方程式

８－１．複素数と 2 次方程式

８－１－３．解と係数の関係

８－１－３－２．2 次式の因数分解

a 、b 、 c を実数とする（ 0a ）。2次方程式 02  cbxax の 2解を 、  とすると

a
b

  、
a
c



であるから

   ab 、 ac 
が成り立つ。よって、2次式 cbxax 2

は次のように因数分解することができる。

cbxax 2

   axaax  2

    xxa 2

    xxa

2次式の因数分解

2次方程式 02  cbxax の 2解を 、 とすると、2次式

cbxax 2
は次のように因数分解することができる。

    xxacbxax 2

 、  は複素数である。すなわち、実数の場合もあるし、虚数の場合もある。
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（例）

次の 2次式を係数が複素数の範囲で因数分解する。

（１） 383 2  xx
（２） 32  xx

（１）

2次方程式 0383 2  xx を解の公式を用いて解くと
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2次方程式 032  xx を解くと
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